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プレゼンター
プレゼンテーションのノート


凍害の中のよく見られる現象を説明していきます。
まずはポップアウト現象�コンクリートの表面が薄い皿状に剥がれ落ちる現象です（図１）。
そしてひび割れは（図２）�コンクリートの温度が－2度ほどまで下がり、コンクリートの中の水分が凍結・膨張した際にひび割れが生じる現象です
スケーリングは（図３）�コンクリート表面のセメントペーストが剥離する現象です。
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